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定期報告用計測データ作成手順

【運用時の要件】
事業完了後、指定された期間、半期毎に実施する定期報告アンケー
トに、要件の計測項目に応じた１時間ごとのエネルギー計測データの
提出が必要です。

提出先は、『一般社団法人 環境共創イニシアチブ（ＳＩＩ）』にご確認くださ
い。
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１．計測データの取り出しの手段

ルーター
パソコン※

●AiSEG２とパソコンがルーターに接続されている必要があります。

※対応パソコン
Microsoft Internet Explorer11
Microsoft Edge
搭載機種

AiSEG2

SDカードは常時差込 SDカードを読み込み

パソコン
SDカードへ

計測データ自動保存
（注2）

●ＡｉＳＥＧ２またはＨＥＭＳモニター、住まいるサポに挿入したＳＤを取り出し、パソコンで読み込ます。

注3）パソコンから直接データを取り出す場合、１時間ごとのデータは過去94日分（約３ヶ月分）となります。
それ以前のデータは上書きされてなくなりますので、最低３ヶ月以内にデータの取り出しが必要です。

注1）ＳＤカードに保存できるデータ量は、ＳＤカードの容量に依存します。
４ＧＢのＳＤの場合、約１年間のデータ保存が可能です。

取り出しのタイミング１年以内（注1）Ａ．ＨＥＭＳ機器に挿入したＳＤから取り出す

取り出しのタイミング３ヶ月以内（注3）Ｂ．ルーターに接続したパソコンから取り出す

データの取出しは、ＳＤまたはパソコンからの方法があります。
計測データを長期間保存しておく場合は、ＳＤでの取り出しをお勧め致します。

ＡｉＳＥＧ２
（７型モニター機能付）

＜MKN713＞

※AiSEG（MKN700）の場合、別途ＨＥＭＳモニターや住まいるサポがあります。

ＡｉＳＥＧ２
＜MKN704＞

＜対応microＳＤ＞
４ＧＢ～32ＧＢのＳＤＨＣ、64ＧＢのＳＤＸＣメモリーカードです

■microＳＤ対応機器

注2）ＡｉＳＥＧ画面の 『メニュー』→『設定』→『基本』→
『履歴データ長期保存』→『入』になっている必要があります。
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AiSEG2
＜MKN713＞

または

注2）ＡｉＳＥＧ画面の 『メニュー』→『設定』→『モニター』→
『履歴データ長期保存』→『入』になっている必要があります。

＜対応ＳＤ＞
４ＧＢ～32ＧＢのＳＤＨＣメモリーカード
64ＧＢ以上のＳＤＸＣメモリーカードは使用不可

■ＳＤ対応機器

HEMSモニター
＜MKN710K＞
(生産終了品)

住まいるサポ[Ｅ型]
＜WQH700WK＞

(生産終了品)

※AiSEG（MKN700）でも可能です。

AiSEG2
＜MKN704＞



インターネットに接続したパソコンより、以下サイトにアクセスする

インターネット

ＳＤまたはパソコンで読み込んだ計測データを、SIIへ提出するデータ（１ヶ月分の１つのファイルにま
とめる）にするには、データ変換ソフトでの変換が必要です。
以下の手順で、パナソニックのサイトより事前に『履歴データ変換ツール』をダウンロードしてください。

注）対応パソコンはWindows7、Windows8、Windows10 が搭載された機種です。

パナソニックホームページのダウンロードURL
https://www2.panasonic.biz/jp/densetsu/aiseg/data/soft02.html
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パソコン

LAN

ルーター

『履歴データ変換ツールのダウンロード』をする２

２．データの取り出しの準備『履歴データ変換ツールの準備』

③ ファイルをパソコンに『保存』する

注）ファイル保存した場所を覚えておいてください。

① 活用ツール内『定期報告用ツール』より
『ツールダウンロード』をクリック

② 『ダウンロード』をクリック 【ダウンロードの前に、確認してください】
お使いのパソコンに、Microsoft.NET Frameworksバージョン
4.0以降がインストールされていない場合は、先にインストー
ルしてください。（Microsoftのホームページを参照ください）

Microsoft.NET Frameworksバージョン4.0 検索
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計測データを取り出す1

３．計測データの取り出しと、提出データ出力

ＳＤまたはパソコンから計測データを取り出した後、『履歴データ変換ツール』で提出データを
作成します。

ＳＤカードの場合

パソコンの場合

HEMSモニター
または

住まいるサポ[Ｅ型]
(生産終了品)

ＡｉＳＥＧ２
（７型モニター機能付）

ＡｉＳＥＧ２

①

②

③

④

パソコンで、ＡｉＳＥＧ２画面を呼び出します。
（ＡｉＳＥＧ２画面の表示方法は取扱説明書をご確認ください。）

＜画面はＡｉＳＥＧ２（MKN713）の画面例＞
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ルーター

AiSEG2または専用モニターからSDカードを取り出し、
パソコンに挿入します。



３．計測データの取り出しと、提出データ出力

⑤

⑥ AiSEG２から出力した履歴データは
「rireki_yymmddhhmm.zip」
という名称の圧縮ファイル（ZIP）
になっています。
（yymmddhhmmは日付、時刻を示します）

⑧ 履歴データファイルと同じ名前のフォルダ
が作成され、履歴データが保存されています。

⑦ 履歴データ（ZIP）ファイルを
右クリックし、「解凍」してください。

提出データを作成する２

① パソコンに保存した
『履歴データ変換ツール』ファイル
をダブルクリック

② 「履歴データ変換ツール.exe」
をダブルクリックし、起動してください。

③ 出力フォルダ※を指定する

※出力フォルダはP3-4で取り出した
履歴データになります。（次ページ）

注）ファイル保存した場所を覚えておいてください。

パソコンに出力した履歴データ

rireki_YYMMDDhhmm

例）

Y年M月D日h時m分

2016年10月04日13時43分
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３．計測データの取り出しと、提出データ出力

■出力フォルダの指定方法

ＳＤデータの場合

パソコンの「スタート」ボタン⇒「コンピューター」
⇒「ＳＤカード」⇒以下フォルダをダブルクリック
⇒「RIREKI」フォルダを指定

PRIVATE

PANA_GRP

PES

MKN713 ※3

※3 AiSEG2の場合、品番のフォルダができます。

RIREKI

P3でパソコンに挿入したＳＤを開き、以下の
順でフォルダを指定します。

パソコンから取り出した
データの場合

P3-4でパソコンに出力した計測データ
（履歴データ）を指定します。

rireki_YYMMDDhhmm

Y年M月D日h時m分

④ フォルダ選択後、変換後のデータを
保存したいフォルダ※を指定します。

※保存先のフォルダをわかりやすい名前で新規作成
しておくと便利です。

⑤ 「変換開始」を押して、データを
変換します。
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ルーター



３．計測データの取り出しと、提出データ出力

⑥ ④で指定した保存先フォルダを開くと、
変換後の計測データフォルダが作成されて
います。（フォルダ名は変換した日時）
⇒フォルダをダブルクリックします。

⑦ 各種履歴データが出力されます。

ファイル名 ファイル概要

30minhistory_rc_YYYYMM.csv 30分ごと計測データ

hourhistory_rc_YYYYMM.csv 1時間ごと計測データ

dayhistory_rc_YYYYMM.csv 1日ごと計測データ

monthhistory_rc_YYYY.csv １ヶ月ごと計測データ

yearhistory_total_rc.csv 1年ごと計測データ

totalhistory_rc.csv 総計した計測データ

Aircon_na_history_rc_YYYYMM.csv
エアコンの約10分
ごと計測データ

Sensor_na_history_rc_YYYYMM.csv
温湿度センサーの約10分
ごと計測データ
（室外用は約15分ごと）

Airquality_na_history_rc_YYYYMM.csv
空気清浄機の約10分ごと
計測データ

■参考
履歴データ変換ツールの主な出力ファイル名

注）・YYYYMM：計測対象の年月
・AiSEG用エネルギー計測ユニット(MKN7322K)の場合は
ファイル名の「_rc」がつきません。

⑧ 各種履歴データの内、『１時間ごと計測
データ』をＳＩＩへ提出してください。

※ファイルは１ヶ月単位で分かれていますの
で、必要な年月のデータを提出してください。
１時間ごとの計測データは、ファイル名が
「hourhistory」から始まります。

■1時間ごと計測データのファイル例

hourhistory_rc_201701.CSV

2017年1月の計測データを表す

1時間ごと計測データを表す

AiSEG用エネルギー計測ユニットの
場合は「_rc」は付きません。
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例）2017年1月の１時間ごと計測データ



■ＡｉＳＥＧ２/スマートＨＥＭＳに関するお問い合わせ


